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平成２７年１２月期

決算説明会

平成２８年２月１８日

大倉工業株式会社
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当社の概況
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設 立
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発行済株式数
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大倉工業株式会社
Okura Industrial Co.,Ltd．

香川県丸亀市中津町１５１５番地

代表取締役社長 髙濵 和則

昭和２２年７月１１日

８６億１千９百万円

６２,０７４,３５１株

１,９３０名 （連結子会社１４社含む）

【平成２７年１２月末現在】
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１.平成２７年１２月期決算の概要

4

5

連結売上高 通期実績

（億円） 前年比 ▲１.８％
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連結営業利益 通期実績

（億円）
前年比 ＋１２.０％
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売上高・営業利益

【売上高】

• 前年比▲1.8% （上期：▲6.3%下期：＋3.0%）
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【営業利益】

• 合成樹脂事業：原料値下がりにより増益

• 新規材料事業：新工場の費用増により大幅減益

• 建材事業：最小限の黒字化

無錫大倉包装材料有限公司を今期より全部連結

影響額：売上高＋４億円、営業利益▲1.6億円、当期純利益▲4.4億円
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連結経常利益 通期実績

（億円）
前年比 ＋１８.５％
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9

連結当期純利益 通期実績

（億円）

9

前年比 ▲３２.３％
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営業外・特別損益等

・固定資産売却益

九州支店跡地等売却 ５９百万円

・固定資産除売却損

既存設備の撤去等 １６４百万円

・減損損失

無錫大倉包装材料有限公司 ２５２百万円
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【特別損益等】

【当期純利益】 法人税増加により減益
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セグメント別の概要
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合成樹脂事業セグメント
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前 年 比 ▲３.１％

【売上高】（億円）

482.1

Ｈ２７Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

494.4 507.2 497.4

（国内販売数量前年比▲３.１％）

前 年 比 ＋５４.４％

【営業利益】（億円）

Ｈ２７Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

33.834.6

24.7
21.9
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新規材料事業セグメント

13

前 年 比 ＋０.５％

【売上高】（億円）

Ｈ２７Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

245.4255.4
278.5

前 年 比 ▲９１.４％

【営業利益】（億円）

Ｈ２７Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

0.9

17.9

14.0

244.2

11.3
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建材事業セグメント

14

前 年 比 ＋３.７％

【売上高】（億円）

Ｈ２７Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

63.9

前 年 比

【営業利益】（億円）

Ｈ２７Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

0.2

▲15.1

▲5.8

79.2

57.7

１.１億円改善

76.4 ▲0.8

15

その他セグメント

15

前 年 比 ▲７.１％

【売上高】（億円）

Ｈ２７Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

53.151.4
56.7

前 年 比

【営業利益】（億円）

Ｈ２７Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

4.0

3.2

4.3

▲１０.７％

57.2

4.5
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キャッシュ・フロー
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連結キャッシュ・フロー計算書

17

Ｈ２４年 Ｈ２５年 Ｈ２６年 Ｈ２７年

現金及び現金同等物期首残高 77.4 74.0 78.3 67.3

営業活動によるｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ
85.1 

( 91.8)
37.9 

( 62.0)
54.4 57.5 

投資活動によるｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ ▲38.5 ▲38.5 ▲59.0 ▲21.3

財務活動によるｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ
▲50.6 

(▲57.3)
3.8 

(▲20.3)
▲6.6 ▲30.4

現金及び現金同等物期末残高 74.0 78.3 67.3 73.8

（億円）

原料値下がり等により営業CFは増加
新工場等の投資が一段落し、投資CFは減少

※（ ）内は、手形割引等考慮後の実質キャッシュ・フロー

18

実質借入金残高

18

187 204 208 191
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20 13

5
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徐々にだが、確実に減少傾向

Ｈ２７Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

（億円）
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減価償却費及び設備投資 （工事ベース）
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合成樹脂事業 新規材料事業 建材事業

その他 全社 減価償却費

前期で新工場建設が一段落
H25-27年：設備投資額117＜減価償却費123

（億円）

Ｈ２７Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

３６

５１

４２

２４

４６
４２ ３９ ４２
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２.第五次中期経営計画について

20

2121

グループ基本⽅針

2222

⼤倉⼯業グループの⽬指す姿

成⻑分野にソリューションを提供できる

「技術優位な企業集団」

「社会から信頼される企業」
であり続ける

2323

基本⽅針

全社戦略は
国内市場は「量」・ 海外市場は「質」

重点課題
① 不採算製品の整理と得意分野での拡⼤
② 事業組織を再編し、
新分野・新ニーズ対応による事業規模拡⼤

③ 新規事業の探索

「収益基盤の安定強化」
2424

数値⽬標

Ｈ28年 Ｈ29年 Ｈ30年

売 上 ⾼ 855 883 912
営 業 利 益 24 26 30
経 常 利 益 24 26 30
減価償却費 45 45 47
設備投資額 42 57 30

（億円）
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数値⽬標 【連結売上⾼計画】
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数値⽬標 【連結営業利益計画】
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数値⽬標 【連結減価償却費及び設備投資計画】
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（億円）

⻘字：設備投資額
⾚字：減価償却費

42

57

30

2828

H28-H30年：
設備投資額130億円＜減価償却費138億円

設備投資計画

合成樹脂事業：シュリンクフィルムの多層化・⾼速化
（H29-30年：16億円、H30年稼動）

新規材料事業：光学フィルムの新樹脂原料対応の設備改造
（H29年：14億円、H30年稼動）

全社：内部統制強化、⽣産性及び品質向上を⽬的に
新システムの検討（H28-29年：10億円、H30年稼動）

2929

事業別基本⽅針

3030

合成樹脂事業

選択と集中による事業領域の拡⼤

重点課題

① BU再編（6グループ制→４ＢＵ制）
② シュリンク製品拡販のための最新設備導⼊
③ 関東地区での製造・営業強化

「利益体質の強化」
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新規材料事業

利益が出る事業に⽴て直し
成⻑分野での要求に対応

重点課題

① Ｇ棟の安定稼動と⽣産性向上
② 新樹脂原料での光学フィルム（設備改造）

「市場でのプレゼンス向上」

3232

建材事業

⾼付加価値製品の拡充

重点課題

① PBの⽣産･販売の最適化
② フロア拡販、構造⽤ＰＢ事業の本格化
③ ラミネート技術の進化と製品開発

「事業の安定的な⿊字化」

3333

その他事業

地域密着と新商品開発

重点課題
ホテル 会議・宴会等定期催事の獲得
情報 新たなサービスの創出
ハウス 分譲から⾼耐震・省エネ商品へ
ﾌﾟﾚｶｯﾄ ⽣産性と原価管理精度の向上

「収益基盤の安定強化」
3434

３．平成２８年１２月期の業績予想

35

平成２８年業績予想

35

マクロ見通し

売 上 高

営業利益

合成：原料値下がりに伴う売価下落もあり減益

新規：新工場の損益が改善

建材：前年維持

合成：数量増加するも売価下落もあり微減

新規：新工場を中心に増収

建材：前年維持

日本経済は足踏み、増税前駆け込みも不透明

36

平成２８年業績予想

36

上期 下期 通期 前年

売 上 高 ４１５ ４４０ ８５５ ８５９

営 業 利 益 １０.２ １３.８ ２４.０ ２３.５

経 常 利 益 １０.２ １３.８ ２４.０ ２３.２

当期純利益 ５.０ ７.５ １２.５ １１.９

（億円）
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平成２８年業績予想 セグメント別売上高

37

（億円）

上期 下期 通期 前年

合 成 樹 脂 事 業 ２３０ ２４５ ４７５ ４８２

新 規 材 料 事 業 １２０ １２５ ２４５ ２４５

建 材 事 業 ４０ ４０ ８０ ７９

そ の 他 ２５ ３０ ５５ ５３

合 計 ４１５ ４４０ ８５５ ８５９

38

平成２８年業績予想 セグメント別営業利益

38

（億円）

上期 下期 通期 前年

合成樹脂事業 １３.０ １５.０ ２８.０ ３３.８

新規材料事業 ２.５ ３.５ ６.０ ０.９

建 材 事 業 ０.２ ０.３ ０.５ ０.２

そ の 他 ２.５ ２.５ ５.０ ４.０

調 整 額 ▲８.０ ▲７.５ ▲１５.５ ▲１５.６

合 計 １０.２ １３.８ ２４.０ ２３.５

3939

引き続き伸⻑が期待される3つの分野に向け
事業化につなげる開発を加速する

マーケットイン

【Ｒ＆Ｄセンター】 開発の方向性

40

業績予想・事業計画に関する注意事項

本資料に掲載されている業績予想・事業計画は、当社

が現時点で入手可能な情報及び種々の前提に基づき

作成したものであり、実際の業績等の結果は、今後生

ずる様々な要因によって、予想・計画とは異なる場合が

ございます。
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